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 要 旨 

目的： 

コロナウイルス（COVID-19）によるパンデミックは、各国に厳しい社会的緩和戦略（自宅

待機と屋外での移動制限）の実施を余儀なくさせている。この戦略は、短期的および長期的

な死亡率の増加につながる精神衛生上の重大なリスクを伴うが、それらを考慮した既存モデ

ルはない。そこで、本研究は、スイスを例に、制限的な社会的緩和戦略を 3ヶ月間実施した

場合の損失死亡年数（YLL）に関するモデル予測を行った。 

方法： 

本研究はパンデミックに関連し、2020 年 4 月 18 日までに公表された YLL をアウトカムと

した文献のレビューを行った。国連開発計画の国別分類システムに基づいて、スイスを中心

とし、欧州、次いで米国の研究に焦点を当てた。リスク要因は、自殺、うつ病、アルコール

使用障害（AUD）、家庭内暴力による幼少期のトラウマ、婚姻状況の変化、社会的孤立とし、

リスク要因の発生率と YLL への影響を厳しい社会的緩和戦略 3 ヶ月間を想定したモデルに

適用した。 

結果： 

COVID-19のための厳しい社会的緩和戦略により、スイス全体で 179,520人（2.09%）、3か

月間で 1,757,498YLL、一人当たり 0.205YLLが予測された。スイス全体の一人当たり YLL

に影響するリスク要因は、上から順に、AUD、うつ病、婚姻状況の変化（配偶者）、自殺、

社会的孤立、婚姻状況の変化（未成年時）、家庭内暴力による幼少期のトラウマであった。

AUDによる影響は、スイス全体で 51,000人（0.60%）、3か月間で 901,170YLL、一人当た

り 0.105YLLが予測された。 

結論： 

本研究結果は、厳しい社会的緩和戦略が YLL に与える真の影響を過小評価している可能性

がある。しかし、戦略のリスクと効果をより良く推定するために、公衆衛生モデルをさらに

活用していく必要性を示唆した。 

 


